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リスク管理体制

■ リスク管理方針
　当社グループは、お客さま、地域社会、従業員、株主などあらゆるステークホルダーの信頼をより確かなものにし、地
域金融機関として地域社会の発展に貢献していくため、リスク管理をグループ経営上の最重要課題の一つと位置づけてお
ります。当社グループの直面するリスクに関して、リスクの種類毎に評価したリスクを総体的に、当社グループの経営体力
と比較・対照していく自己管理型のリスク管理である「統合的リスク管理」を行い経営の健全性を確保しております。

■ リスク管理体制
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●あいちフィナンシャルグループ

●愛知銀行 ●中京銀行
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リスク管理体制

■ リスクの特定と管理態勢
　当社グループは認識するリスクを「信用リスク」、「市場リスク」、「流動性リスク」、「オペレーショナルリスク」に分類し、
各種リスク毎に所管部署を定めて管理するとともに、各種リスクの統括部署としてコンプライアンス・リスク統括部を設置
し、当社グループ全体のリスク状況を把握しております。また、リスク管理委員会を定期的に開催し、各種リスク状況を
報告し、適切なリスク管理の運営を行うとともに、リスク管理の高度化に取り組んでおります。

信用リスク管理態勢
　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化などにより、資産（オフバランス資産を含む。）の価値が減少ないし
消失し、当社グループが損失を被るリスクです。
　当社グループでは、「信用リスク管理規程」を制定し、信用リスク管理の基本方針を定め、特定先や特定業種への偏
重貸出を抑制する態勢を構築しております。

市場リスク管理態勢
　市場リスクとは、金利、有価証券などの価格、為替などの様々な市場のリスク・ファクターの変動により、保有する
資産・負債の価値が変動し当社グループが損失を被るリスク、および資産・負債から生み出される収益が変動し当社グ
ループが損失を被るリスクです。
　当社グループでは、「市場リスク管理規程」を制定し、業務上発生する市場リスクのカテゴリー毎に、計測し得るリス
ク量を適切に把握し、一定の範囲内で効率的な資金の運用・管理を行うとともにリスク管理能力の向上に努めておりま
す。

流動性リスク管理態勢
　流動性リスクとは、運用と調達の期間のミスマッチや予期せぬ資金の流出により、必要な資金確保が困難になる、ま
たは通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされることにより損失を被るリスク（資金繰りリスク）、市場の
混乱等により市場において取引ができなかったり、通常よりも著しく不利な価格での取引を余儀なくされることにより
損失を被るリスク（市場流動性リスク）です。
　当社グループでは、「流動性リスク管理規程」を制定し、効率的で安定した資金繰りを行うとともに、市場の混乱等
に備え、平常時・懸念時・危機時を想定し、状況に応じたグループベースの流動性危機管理の態勢を整備しております。

オペレーショナルリスク管理態勢
　オペレーショナルリスクとは、内部プロセス、役職員の行動が不適切であること、もしくはシステムが正しく機能しな
いこと、または外生的事象により、直接的または間接的に当社グループが損失を被るリスクです。
　当社グループでは、「オペレーショナルリスク管理規程」を制定し、リスクの発生要因、可能性、影響等を検討のうえ、
適切な対応策を講じ、事務ミスやシステム障害等の軽減およびサイバー攻撃による被害の防止により業務の健全性・適
切性の確保に取り組んでおります。

■ サイバーセキュリティ
　金融業界を取り巻くサイバー関連の脅威が増している中で、当社グループでは、高度化・巧妙化するサイバー攻撃による
被害からお客さまを守るため、内部監査部門によるシステム監査はもとより、第三者によるサイバーセキュリティ態勢評価
などを利用し、サイバーセキュリティ対策の改善や強化に取り組んでおります。
　また、両子銀行にサイバーセキュリティに対応する専門チーム（CSIRT）を設置し、サイバー関連の情報収集およびサイ
バー攻撃対策を講じるとともに、定期的な訓練を通じたサイバーレジリエンスの強化に努めています。
　その他、お客さまにご利用いただくインターネット上のサービスについては、不正アクセスを早期に検知するシステムの
導入や定期的にサービスの脆弱性診断を実施するなどセキュリティ対策の強化に努めております。
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